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平
成
二
十
年
度
　
活
動
の
方
針

一
 
地
域
学
習
活
動
の
推
進

　
地
域
課
題
の
学
習
会

、
誰
で
も
気

　
軽
に
参
加
で
き
る
講
座
な
ど
の
学

　
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す

。

二
 
地
域
交
流
事
業
の
実
施

　
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

、
地
域

　
住
民
の
健
康
増
進
を
進
め

、
ま
た

　
地
域
間
の
交
流
を
図
り
ま
す

。

三
　
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
実
施

　
子
ど
も
体
験
活
動
を
通
し

、
子
ど

　
も
た
ち
の
主
体
性
・
協
調
性
を
育

　
み
ま
す

。

四
　
公
民
館
活
動
へ
の
協
力
・
支
援

　
地
区
公
民
館
の
活
動
を
積
極
的
に

　
協
力
・
支
援
し
ま
す

。

五
　
公
民
館
役
職
員
研
修
会
の
実
施

　
学
習
機
会
を
提
供
し

、
公
民
館
の

　
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め

、
関
係

　
役
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
す

。

六
　
社
会
教
育
関
係
団
体
と
の

　
　
連
携
強
化

　
社
会
教
育
関
係
団
体
と
連
携
し

、

　
支
援
を
行
い
ま
す

。

　七
　
広
報
活
動
の
充
実

　
公
民
館
報
の
発
行
等
に
よ
り

、
公

　
民
館
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。
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子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ

ャ
ン
プ

☆
日
程
☆
　
七
月
三
十
日
（
水
）
〜

 
 
 
 
 
 
八
月
二
日
（
土
）
【
三
泊
四
日
】

☆
会
場
☆
﹇
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
﹈

　
　
　
　
　
　
か
ぶ
と
山
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

☆
対
象
☆
　
久
美
浜
町
内
小
学
校
五
・
六
年
生

☆
定
員
☆
　
三
十
人

　
　
　
　
　
＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
再
発
見
未
来
塾

☆
日
程
☆
　
七
月
下
旬
〜
ハ
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
全
3
回
】

☆
会
場
☆
　
京
丹
後
市
内

☆
対
象
☆
　
久
美
浜
町
内
小
学
校
三
年
生

　
　
　
　
　
以
上
の
児
童

☆
定
員
☆
　
二
十
人
程
度

詳
し
く
は

、
各
小
学
校
を
通
じ
て
ご
案
内

し
ま
す
の
で

、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

久美浜地域公民館はこちらです！

 
吹
き
抜
け
る
風
に
初
夏
の
香
り

を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
常
日
頃
か
ら
、
地
域
公
民
館
及

び
地
区
公
民
館
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
合
併
後
、
久
美
浜
地
域
公
民
館

が
設
置
さ
れ
て
５
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、
近
年
私
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
日

々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多
様
化

す
る
中
で
、
少
子
・
高
齢
化
、
過

疎
化
が
進
み
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界

集
落
」
が
急
増
し
、
集
落
が
そ
の

機
能
を
停
滞
さ
せ
つ
つ
あ
る
こ
と

が
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
が
抱
え

る
問
題
も
年
々
複
雑
化
し
て
お
り

、
『
地
域
住
民
の
地
域
へ
の
自
治

意
識
の
向
上
』
、
『
自
発
的
な
行

動
力
あ
る
人
づ
く
り
』
が
強
く
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

「
公
民
館
報
の
発
行
に
あ
た
っ
て

」

久
美
浜
地
域
公
民
館
長
　
増
田
　
英
雄

　
地
域
に
お
け
る
多
く
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き

久
美
浜
地
域
公
民
館
で
は
、
地

域
課
題
学
習
会
、
学
習
講
座
、

地
域
住
民
の
交
流
会
を
中
心
に

公
民
館
活
動
を
進
め
て
行
き
ま

す
。

　
公
民
館
は
、
「
地
域
住
民
の

学
習
の
場
」
、
ま
た
「
地
域
住

民
の
交
流
の
場
」
と
い
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
公
民
館
活
動
を
通
し
て
『
住

       子どもサバイバルキャンプ

　　　   運営スタッフ募集！

　「子どもサバイバルキャンプ」の運営スタッ

フを募集します。事業の運営にご協力下さい。

【対　象】 高校生以上

【業　務】 ・班別のグループ活動支援

　　　　 　・体験活動の指導補助

【申込先】 久美浜地域公民館

　　　　　  京丹後市久美浜町８５２－１

　　　　　　　TEL 69-0666

　　　　　　　FAX 82-1795

　久美浜中央運動公園及び学校体育施設の予

約は、地域公民館で受け付けています。

　申込方法は次のとおりです。

【久美浜中央運動公園】

　久美浜地域公民館または公園管理事務所へ

使用料を添えて申請して下さい。

【学校体育施設】

　学校の使用許可を受けたあと、久美浜地域

公民館へ使用料を添えて申請して下さい。

［注意事項］

＊申し込みは、使用予定日

の前月からの先着順となり

ます。詳しくは、久美浜地

域公民館へ問い合わせて下

さい。

     TEL 69-0666

体育施設の予約は地域公民館へ！

おしらせ

み
よ
い
地
域
づ

く
り
』
に
繋
が

る
活
動
を
行
い

ま
す
の
で
、
積

極
的
に
多
く
の

皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

久美浜地域公民館
久美浜図書室久美浜市民局

旧久美浜町役場

久美浜町商工会館

合併前の久美浜町教育委員会事務局です

至
久
美
浜
駅

至
浜
公
園

　
地
区
公
民
館
長
・
主
事
の
紹
介

　
今
年
度
よ
り
次
の
方
々
が
、
公
民

館
長
・
主
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
地
域
公
民
館
職
員
の
紹
介

　

久美浜一区公民館
　館長　小林憲彦
　主事　原　　久

久美浜二区公民館
　館長　稲田　功
　主事　森野隆之

川上地区公民館
　館長　田中敏彦
　主事　野村　至

海部地区公民館
　館長　吉田征四郎
　主事　仲原隆幸

佐濃地区公民館
　館長　小西勝史
　主事　上田隆嗣

田村地区公民館
　館長　服部　昇
　主事　岩﨑　務

神野地区公民館
　館長　吉村和之
　主事　平林宏道

湊地区公民館
　館長　吉岡光義
　主事　米田　豊

久美浜地域公民館長　　　　 　　  増田英雄
久美浜地域公民館主事　　 　 　　 田中屋敷和之
社会教育指導員　　　　　　　  　 松山好美
社会教育指導員　　　　　　　 　  紀氏正明
指導主事　　　　　　　　　　  　 土出嘉弘
京丹後市体育協会久美浜支部 　 　 上田美由紀
久美浜図書室職員　　　　　　   　今村真理子
久美浜図書室職員　　　　 　　 　 中島弘子
全国高校総体実行委員会事務局　　坂東美紀
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参
加
チ
ー
ム
募
集
！

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

　
久
美
浜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
団
体
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
の

上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　

募
 
集
 
要
 
項

日
　
時
　
七
月
十
三
日
（
日

)

午
前
八
時
三
〇
分
開
会

会
　
場
　
久
美
浜
高
等
学
校
体
育
館

種
　
目
　
・
女
性
の
部

　
　
　
　
・
ト
リ
ム
の
部

申
　
込
　
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
参
加
料
を
添
え
て

　
　
　
　
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
申
込
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
）

参
加
料
　
一
チ
ー
ム
二
、
〇
〇
〇
円

　〆
　
切
　
六
月
三
十
日
（
月
）

申
込
先
　
久
美
浜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　

(
久
美
浜
地
域
公
民
館
内
）

暮
ら
し
の
豆
知
識

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

「
親
と
子
の
ふ
る
さ
と
教
室
」

　
　
　
　
　
〜
春
編
〜
を
実
施

　
六
月
一
日
（
日
）
に
『
親
と
子
の
ふ

る
さ
と
教
室
』
〜
春
編
〜
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
春
を
求
め
て
」
を
テ

ー
マ
に
今
回
は
、
奥
山
自
然
た
い
け
ん

村
『
茶
屋
あ
そ
び
石
』
を
会
場
に
、
こ

ん
に
ゃ
く
芋
か
ら
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
汗
ば
む
よ
う
な
天
候
の
下
、
初
め
て

体
験
す
る
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
に
参
加

し
た
８
組
の
親
子
は
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
六
月
十
日
は
暦
の
上
で
入
梅
。

そ
こ
で
「
梅
雨
の
体
」
の
話
題
で

す
。

　
梅
雨
の
季
節
は
湿
度
が
高
く
な

っ
て
、
夏
バ
テ
の
前
兆
の
よ
う
な

症
状
が
出
や
す
く
、
食
べ
物
を
消

化
す
る
と
き
に
必
要
な
胃
酸
が
欠

乏
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
何
と
な
く
食
欲
が
な
く
な

っ
た
り
、
食
べ
て
も
す
っ
き
り
消

化
し
な
い
な
ど
、
胃
腸
の
不
調
を

訴
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
胃
酸
の
分
泌
を
刺
激
し
て
、
食

欲
を
増
進
さ
せ
る
に
は
、
料
理
に

ハ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ス
を
使
う
の
も

お
す
す
め
で
す
。
カ
レ
ー
な
ど
の

香
辛
料
、
例
え
ば
、
ナ
ツ
メ
グ
の

よ
う
に
香
り
は
強
い
け
れ
ど
辛
く

な
い
も
の
は
、
胃
腸
に
や
さ
し
い

刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
和
の
ハ
ー
ブ
や
ス
パ
イ

ス
と
い
え
る
大
葉
、
み
ょ
う
が
、

わ
さ
び
、
山
椒
な
ど
も
さ
わ
や
か

で
食
欲
が
増
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を

上
手
に
利
用
し
て
、
自
然
に
食
欲

が
出
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
る
と

い
い
で
す
ね
。

『
梅
雨
の
体

』

子
育
て
講
演
会
を
開
催

 
久
美
浜
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
久
美
浜
ブ
ロ
ッ
ク
と
共
催
で
、
子
育
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
多
発
す

る
中
、
今
一
度
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
に
よ
る
子
育
て

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
久
美
浜
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
一
緒
に
考
え
る
た
め
に
、
少
し
時
間

を
下
さ
い
。

日
　
時
　
六
月
二
十
五
日

（
水

）

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
〇
分
よ
り

会
　
場
　
久
美
浜
農
業
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
　

『
子
ど
も
の
や
る
気
と
能
力
を
引
き
出
す

　
　
　
　
　
イ
キ
イ
キ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

　
　
　
今
日
か
ら
あ
な
た
も
パ
パ
・
マ
マ
コ
ー
チ

』

　
　
　
株
式
会
社
成
基
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
コ
ー
チ
ン
グ
室
長

　
　
　
　
社
団
法
人
日
本
青
少
年
育
成
協
会

　
　
　
　
主
席
研
究
員
・
認
定
教
育
コ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
講
　
師
　

小
山
　
英
樹
　
氏

〜
 
ご
参
加
く
だ
さ
い
 
〜

五
月
二
十
五
日
（
日
）
に
『
き
ょ
う
た
ん
ご
地
域

探
訪
〜
久
美
浜
編
〜
』
第
一
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
久
美
浜
北
部
地
域
を
探
索
地
と
し
て
、
午
前
の

部
は
、
富
川
惇
志
氏
を
講
師
に
迎
え
、
箱
石
浜
を

歩
き
な
が
ら
、
様
々
な
海
浜
植
物
を
観
察
し
ま
し

た
。

　
午
後
の
部
は
場
所
を
湊
地
区
に
移
し
て
、
富
澤

孝
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、
蛭
児
神
社
、
宝
泉
寺
な

ど
湊
五
軒
家
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

　
初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
爽
や
か
な
好
天
の
下
、
十

七
名
の
参
加
者
は
興
味
深
く
講
師
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
植
物
や
史
跡
を
熱
心
に
見
入
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

『
き
ょ
う
た
ん
ご
地
域
探
訪
』

　
　
〜
久
美
浜
編
〜
第
一
講
座
を
実
施

ミキサーにかけたこん
にゃく芋を、子どもたち
みんなで練りました。

出来上がったこんにゃく
を、さしみこんにゃくに
して、いただきました。


